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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子産物は、セリン/スレオニンプロテインキナーゼファミリーおよびCa(2+)/カルモジュリン依存性プロテインキナーゼサブファミリーに属する酵素の4つのサブユニットのうちの1つです。カルシウムシグナル伝達は、グルタミン酸作動性シナプスの可塑性のいくつかの側面において重要です。哺乳類細胞において、この酵素はα、β、γ、δの4つの異なる鎖で構成されています。この遺伝子産物はγ鎖です。異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシングを受けた転写産物が多数報告されているが、すべての変異体の全長は決定されていない。[RefSeq提供、2011年3月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,酵素調節：CAMK2の自己リン酸化は、キナーゼ活性の調節において重要な役割を果たしている。,機能：CaMキナーゼII（CAMK2）は、中枢神経系で主要なキナーゼであり、長期増強や神経伝達物質の放出に機能する可能性がある。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。CAMK Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。CaMKサブファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,サブユニット：CAMK2は、アルファ、ベータ、ガンマ、デルタの4つの異なる鎖で構成されています。異なるアイソフォームが組み合わさって、8 ～ 12 個のサブユニットから構成されるホモまたはヘテロ多量体ホロ酵素が形成されます。
	研究分野
	ErbB_HER;カルシウム;卵母細胞減数分裂;WNT;WNT-T細胞長期増強;神経栄養因子;嗅覚伝達;GnRH;メラニン形成;神経膠腫;
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	COLO205細胞およびJurkat細胞のライセートをCaMK2 beta/gamma抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	CaMKIIβ/γポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

